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要因分析

【必須】

人口減少や高齢化による集落の生活支援機能の低下が進む中、多様な担い手による声かけ・見守り、買物支援など

の共助活動を実践する「地域運営組織」の形成が進んでいるものと考えられる。

改善の方向性

【必須】

KGIの目標達成に向けて、住民主体の活力ある地域づくりを多様なステークホルダーが伴走支援することが有効と考

えられることから、持続可能な地域運営の実践支援を行うプラットフォームの設置と地域運営組織の多機能性を高

める補助制度の創設により対策を強化するとともに、過疎地域の担い手として活躍する地域おこし協力隊の活動支

援や任期終了後の定住を促進するための新たな取組みも合わせて検討する。
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令和５年度　　事後評価シート
施策 2  魅力ある地域の基盤づくりと地域への定着の推進

K　G　I

①転出者の減【基準値】20,121人（令和４年）【目標値】19,000人

〔参考指標〕県民の定住意向割合【基準値】82.5%（令和４年）【目標値】84.5%

〔参考指標〕高校生の地域への愛着度【基準値】85.7%（令和４年）【目標値】90%
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